
文学者と自然   
橋本谷 弘司 

 
文学者で自然への造詣が深い作家の一人として宮沢賢治（1896～
1933 年）が挙げられます。賢治の作品には、哺乳類 30種、鳥類 48
種、魚類 16種、節足動物 20種、その他の動物を加えて 130 種以上
が登場します。 
また、地学用語も多く使われ、鉱物が約 100 種類、岩石が約 60種
類、火山用語が約 30種類、地質時代の用語など約 50種類と多数登場
します。 
植物は 300 種類を超え、菌類、藻類、苔、星座、星団、星雲、恒星
なども登場します。 
賢治は 37歳という若さで亡くなっていますので、生前に出版され
たのは、「春の修羅」、「注文の多い料理店」の 2冊と新聞や雑誌に
掲載された数本の作品です。 
  8 歳年下の弟、宮沢清六（1904～2001 年）は賢治から原稿を託
され、協力者を得て多くの作品を世に送り出しました。 
  例えば、「貝の火」は、擬人法で描かれた寓話です。子兎のホモ
イがひばりの子が川に流されていたのを水の中に飛び込み助けまし
た。このことで熱病に苦しみますが両親や兎のお医者さんのおかげで
回復します。ひばりの子を助けたお礼にひばりの王様からの贈り物と
して貝の火という宝珠を貰います。この玉を持った人は名高い人を目
指さなければならないのに、周りのみんなに対して傲慢に振舞ったの
で、貝の火は二つに割れ、その粉がホモイの目に入り物が見えなくな
ります。 
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10:30～16:40	

「Tearful eye（涙ぐむ眼）」の設計図        設計図をもとに花壇を再現 
（茨城県自然博物館「宮沢賢治と自然         （茨城県自然博物館内）  
の世界」の展示物） 
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この作品では紅雀、鷲、野馬、栗鼠、狐、鶏、とんぼ、かけす、
鶯、梟などの動物、樺の木、楊、鈴蘭の実、とちの実、青いばらの実
などの植物だけでなく、天の川、熔岩、噴火口、いなずま、霧などの
単語が散りばめられています。 
  
 ご存知の方もおられると思いますが、森進一の歌に、「花と蝶」
（1968 年発売）があります。この花と蝶に「蜘蛛」が加わった、島崎
藤村（1872～1943 年）の「強敵」という詩があります。 
 
一つの花に蝶てふと蜘蛛く も  
小蜘蛛は花を守り顔 
小蝶は花に酔ひ顔に 
舞へども舞へどもすべぞなき 
 
花は小蜘蛛のためならば 
小蝶の舞をいかにせむ 
花は小蝶のためならば 
小蜘蛛の糸をいかにせむ 
 
やがて一つの花散りて 
小蜘蛛はそこに眠れども 
羽翼
つ ば さ
も軽き小蝶こそ 

いづこともなくうせにけれ 
 
小蝶は華やかで素敵ですが、小蜘蛛にも魅かれるところがありま
す。実際には花が散っても蜘蛛が死ぬことはありませんが、藤村の軽
い遊び心、ウィットのある作品であると言われています。 
 
ドイツの文豪ゲーテは詩人、作家として有名ですが自然科学者とし
ても業績を残しています。植物学では、「花は葉の変形したものであ
る」と言う主張は、近年の分子生物学によって証明されています。 
 ゲーテは植物学だけに留まらず、動物学、地質学、気象学、色彩論
などにも研究対象を広げています。 
 
私はゲーテの次のような詩（孫引きです。潮出版社の「ゲーテ全
集」には記載されていませんでした）が好きです。 
 
ぼくらの本はごみだらけ、 
      えらくするのはビールだけ、 
ビールはぼくらを楽します、 
      本はぼくらを苦します。 
 
と言うことで、今夜もお酒を楽しんでいますが、コロナ禍のひとり酒
では偉くなるとは思いませんが。 
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平成四年秋季こんぶくろ池句会・歌会作品集 
 

世話人 松田 和生 
俳句の部 
秋高し桂のハート輝いて          あおは もゆ 
秋のベール吾子の背中にふんわりと     あおは もゆ 
一睨み母蟷螂（かまきり）の気迫かな あおは もゆ 
木が朽ちてキノコ殺到森バブル      Ｑ太郎（きのこ観察会） 
黄金月浮く雲照らし夜露消ゆ  サニゴン 
秋の風左右にタクトシンフォニー  サニゴン 
この香り届けや君に月下美人        昇多 
こんぶくろ池に落ち葉がはらりまう     旬太郎 
秋空とみなもにうつるこんぶくろ      大輪 
にんげんもきのこもおなじめぐりあい チョコ（きのこ観察会） 
コロナ禍に遠くなりけり古都の秋                                    中川 望 
落ち葉踏み未来へ続く道を行（ゆ）く                           中川 望 
こんぶくろにょきにょききのこ生きている   ゆうみず（きのこ観察会） 
蟷螂の無事の産卵背のやつれ                                              吉川億空 
冬支度終の住み処のあづみのへ                                         米山要 
冬支度この一年の野焼きかな                                              米山要 
紅葉に寂しさただよう賤ヶ岳                                              秀夫  
祖母の手を取りて歩みし紅葉道                                         わらしべ 
 
短歌の部 
大堀の川のせせらぎ匂いたつ 
      清き流れに新しき歩道（みち）           イチケンサンバ 
残照の森の光のストライプ 

そのオレンジは我を射抜けり                かわもこ 
葉が染まる雑木林の散策路 
       落葉に鳥のさえずり楽し      権兵衛 
緑濃き雑木林も晩秋は 
        黄色に紅と散策楽し       権兵衛 
副反応腫れや発熱イヤだけど 
       何もないのもそれまた不安     中川 望 
雑草の陰でひそかに咲き誇る 
        曼殊沙華の秘密の花園      中川 望 
朝日浴び光り輝く紅葉に 
       雑念捨てて我は歩まん           中川 望 
陽に映える桜並木の紅葉に 
       心奪わる花より強く            中川 望 
秋空の下に集いし悪友ら 
        ウォーと雄叫び三年分          ノー·ボール 
網目模様のアカメガシワが声掛ける 
      今年もセーターの季節が来たね        のんきママ 
葉をもむと炒った胡麻の香りして 
        名前の由来にふむと微笑む        のんきママ 
夕暮れの茶屋街照らす赤提灯 
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北風に待つ金沢おでん          秀夫 
新しく木道延びて拓けゆく 

森の湿地の先には清流          わらしべ 
 

あとがき 
ロシアの傍若無人の振舞、中国、北朝鮮の強権的で身勝手な行動に
世界が緊張しています。そのような状況にあっても、平和と自然を愛
する俳句・短歌同好の皆さんからは心に響く多くの作品が寄せられま
した。 
今回は常連の方々に加え、きのこ観察会参加者や自然の森をこよな
く愛する方々など新しい投稿者をお迎えして、延べ 18名の方から俳
句 18句、短歌 13首の作品が寄せられました。 
俳句・短歌というと何となく堅苦しく思われる方が多いようです
が、じつは、作句・作歌の向上を目指しつつ、頭を使うことで老化防
止にもなるのです。 
自然の森を愛する皆さんでまだ参加されていない方は思い切って俳
句・短歌の世界へ一歩踏み出しませんか。きっと新たな世界が開かれ
ることでしょう。 
次回は冬季（12月～令和 5年２月）になりますが、思い立ったが吉
日、事務所前の俳句・短歌投稿箱の他、世話人へ手渡しあるいはメー
ルでも結構ですので投稿をお待ちしています。  
 
 
松田さんが全日本短歌大会で見事入賞なされました 
 

当 NPOにて文芸（短歌及び俳句）のリーダー的立
場におられます松田さんの作品が、今年度開催の第
43回全日本短歌大会（日本歌人クラブ主催、文化
庁・毎日新聞社など後援）にて見事「優良賞」を受賞
なされました。 
この全日本短歌大会は毎年開催されており、最優秀
作品には文部科学大臣賞が授与されるという伝統及び
格式のある大会です。また、主催者の日本歌人クラブ
は、約 3,000 名の会員が所属する日本で最も大きな歌
人の団体です（松田さんも入会なされています）。 
当大会に、今年度は全国から 1,502 首の応募があり
ました。これらの作品を 10名の日本トップクラスの
選者の方々が厳正な選考をなされました結果、入賞作

品にはわずか 177 首しか残りませんでした。 松田さん、この度の栄
えある受賞、誠におめでとうございます。 
受賞作品は、下記の１首です。（中川 望） 
 
 
湯上りに髪解き放ち如月の春の気配に身をゆだねたり 
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11 月理事会 
 

（日時） 2022 年 11 月 26 日（土） 13:00～16:30 
（場所） 管理事務所 
（出席者）議長（理事長） ：岡本 
     出席理事  ：中川、上田、萩原、徳永（書記） 
 
1. 審議検討・確認事項 
（１） 来年度（2023 年度）に向けての課題の検討 
・ 理事及び事務局 → 継続検討。 
・ 会員向けアンケート 
12 月の活動日の参加者に手渡しするほか、MLでも回答を求
める。 
回答期限 → 12 月 20 日（火） 
返信方法 → 活動日に手渡しで提出、管理棟ポストに投函、
メール返信 

・ 契約当番手当単価改定案 → 継続検討。 
 
（２） 「池物語」増補版発注に向けての準備状況について 
・ 対応方針の最終確認 
・ 第２版の新規原稿および奥付変更案 → 印刷会社と相談の
上、引き続き検討。 

・ 自費出版制作委託契約書（案）の検討 → 本日の検討結果を
踏まえて先方と交渉。     

    
（３） （11月開催）「里山保全活動体験会」の実施結果について 
・ 実施結果の報告 
・ ３月開催に向けてのアンケートフォームの検討 → 継続検
討。 

 
（４） 12～１月活動計画 
・ 今回より区分け表記の“調査班”を“自然調査活動”へ、“里山班”
を“里山保全活動”へ変更。 

・ プロジェクト未来遺産現地調査日の 12/18（日）の活動 
弁天池と弁天流れの落ち葉掻き＆泥さらい、及び草刈り等。 
 

（５） 「柏ネイチャークラフト展 2023」への出展依頼対応について 
・ 全会員への告知済。個別依頼先への打診を継続実施。 

 
2. 報告事項  
（１） 園内ガイド 
① 柏歴史クラブ（30名）（11/3 14:30～15:20） 
② 旧吉田家住宅歴史公園（12名）（11/11 9:10～10:00） 

   

 
理事会の議事録は管理棟のファイルにて確認できます。 


